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2026 年 10 月 1日 

お客さま本位の業務運営に関する基本方針 

足立成和信用金庫 

理事長 土屋 武司 

 

当金庫は、経営の基本方針である「お客さま優先主義」に基づき、金融商品の販売に関し、お客さまの様々な 

ニーズに適切にお応えしていく取組みを一層強化するため、金融庁が公表している「顧客本位の業務運営に関する

原則」を採択し、「お客さま本位の業務運営に関する基本方針」を策定いたしました。 

全役職員が「本基本方針」を遵守することで、お客さま本位の業務運営の確立に取り組んでまいります。 

また、本方針に基づく取組状況を定期的に公表するとともに、必要に応じて本方針の見直しを行ってまいります。 

 

1. お客さまの最善の利益の追求 

当金庫における「お客さまの最善の利益」とは、「お客さま一人ひとりの想いの実現やお客さま満足」の達成で

あると捉えます。 

経営の基本方針である「お客さま優先主義」を念頭に、「行動指針」で定める『地域・お客さま・仲間のためにな

っているか』を踏まえ、常に、お客さまの利益となっているかを最優先に考えた業務運営を行い、こうした企業文

化が定着するよう努めてまいります。 

 

2. 利益相反の適切な管理 

お客さまの利益が不当に害されることのないように、利益相反管理を行ってまいります。 

 

3. 手数料等の明確化 

お客さまにご負担いただく金融商品購入時や保有時また売却時に発生する手数料等につきましては、どのような

サービスの対価であるかを含め、十分にご理解いただくため、分かりやすく丁寧に説明するよう努めてまいります。 

 

4. 重要な情報の分かりやすい提供 

金融商品のご提案にあたっては、お客さまの適切な投資判断に必要で重要な情報である商品性、商品の選定理由

などを、十分ご理解いただけるまで、分かりやすくご説明いたします。 

 

5. お客さまにふさわしいサービスの提供 

お客さまの資産状況、取引経験、知識、取引目的を確認させていただいたうえで、お客さまの状況に適合する適

切な商品のご提案をさせていただきます。 

 

6. 職員に対する適切な動機づけの枠組み 

お客さまの利益の追求を最優先に考える企業文化が定着するように、業績評価制度の整備および人材育成を行っ

てまいります。 

以上 
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2026 年 10 月 1日 

「お客さま本位の業務運営に関する基本方針」を踏まえたアクションプラン 

足立成和信用金庫 

理事長 土屋 武司 

 

【方針の公表および見直し】 

(1) 本基本方針に基づく取組状況を定期的に公表します。 

(2) 必要に応じて、本基本方針およびアクションプランの見直しを行います。 

 

1. お客さまの最善の利益の追求 

(1) 金融商品のご提案にあたっては、お客さまの目的達成のため、ニーズを確認させていただいたうえで、知識・

投資経験・資産の状況・ライフプラン等を踏まえ、また商品を組成する会社とお客さまのご利用状況などの 

情報を共有し、想定される属性に合致する商品を選定させていただきます。 

(2) 金融商品のご提案にあたっては、手数料の多寡による特定の商品の推奨は行いません。 

(3) 投資信託については、原則として長期・分散・積立投資を推奨し、短期的投資や乗換投資の推奨は行いません。

また、複雑な商品である仕組債や外貨建ての商品についてはハイリスク・ハイリターンであるため、たとえ、

お客さまからのニーズがあったとしても、結果としてお客さまの満足の達成につながらない可能性もあること

から、お取扱いいたしません。 

 

2. 利益相反の適切な管理 

(1) お客さまと当金庫との取引にあたり利益が相反することにより、お客さまの利益が不当に害されるおそれが 

ある取引について、別に定める「利益相反管理方針」に基づき、適切に管理し、お客さまの利益を保護します。 

(2) 金融商品のご提案にあたっては、一部の投信会社や保険会社に偏った推奨は行いません。 

 

3. 手数料等の明確化 

お客さまが金融商品の購入や保有の際にご負担いただく費用につきましては、購入時にお支払いいただく費用、

継続的にお支払いいただく費用、売却（解約）時にお支払いいただく費用など、何に対しどのようなご負担を

いただくのか、わかりやすくご説明いたします。 

また、どのようなサービスの対価であるかを含め、ご理解いただけるようご説明いたします。 

 

4. 重要な情報の分かりやすい提供 

(1) 金融商品のご提案にあたっては、お客さまの投資判断に重要な情報である商品性（例：ファンドの特徴（投資

信託）、手数料、運用状況、リターン・リスク）、商品の選定理由について、販売用資料やパンフレット、 

タブレット端末等を用いて、分かりやすくご説明いたします。 

(2) 複数の金融商品・サービスをパッケージとして販売・推奨する場合には、個別にご購入いただくことが可能か

どうかを含め、それぞれの重要な情報についても、分かりやすくご説明いたします。 

(3) お客さまの取引経験や金融知識を踏まえた、明確で分かりやすく、誤解を招くことのないように正しい内容の

情報提供を行います。また、お客さまに情報提供するにあたっては、重要な情報については特に強調するなど、

お客さまに十分にご理解いただく工夫をいたします。 
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5. お客さまにふさわしいサービスの提供 

(1) 金融商品のご提案にあたっては、お客さまのニーズを確認させていただいたうえで、お客さまの知識・投資 

経験・資産の状況・ライフプラン等を踏まえた適切な商品選定をさせていただけるよう商品の充実に努めて 

まいります。 

(2) 投資信託の組成会社など、その組成に携わる事業者が示す商品特性や想定される顧客属性を踏またうえで、 

お客さまの知識・投資経験・資産の状況・ニーズ等に照らし、適切な商品提案を行ってまいります。 

(3) ご高齢のお客さまに商品の提案をする場合は、販売対象としての適切性やお客さまの理解の状況に配慮し、

個々の取引についてルールに適合しているかの確認のうえ、より慎重に対応してまいります。 

(4) 金融商品販売後におけるアフターフォローの充実に努め、経済環境や市場動向を踏まえた適切な情報提供に 

努めてまいります。 

(5) お客さまがその属性に応じ、金融取引に関する基本的な知識を得られるための情報提供を積極的に行います。

そのために、金庫職員に対し、取り扱う金融商品の仕組み等に係る理解を深めるよう、教育・研修等に力を 

入れ専門性の高い職員を育成してまいります。 

(6) 取扱商品は、取引関係、系列等に拘らず、商品の特性・リスク・手数料の透明性等を十分に検討して選定する

よう努めてまいります。 

(7) 必要に応じて、お客さまのご意見、ご要望、苦情・相談等の情報を関係部署や商品を組成する会社と共有し、

商品提案やアフターフォローの充実に活かしてまいります。 

(8) 安心して相談できる環境を整備してまいります。 

 

6. 職員に対する適切な動機づけの枠組み 

(1) お客さまの最善の利益を追求する行動が適切に評価されるよう、金庫職員に対する評価体系について必要に 

応じて見直しを行ってまいります。 

(2) お客さま本位の業務運営を意識した行動を職員に周知徹底するとともに、金庫職員がより質の高いコンサル 

ティング能力を発揮できるよう職員研修の充実や資格取得の奨励を行ってまいります。 

以上 



アクションプランの取組状況（2025 年度）      2026 年 8 月 

「お客さま本位の業務運営に関する基本方針」を踏まえたアクションプラン 取組状況 
１．お客さまの最善の利益の追求                                            原則２ 

当金庫における「お客さまの最善の利益」とは、「お客さま一人ひとりの
想いの実現やお客さま満足」の達成であると捉えます。 

経営の基本方針である「お客さま優先主義」を念頭に、「行動指針」で定
める『地域・お客さま・仲間のためになっているか』を踏まえ、常に、お客
さまの利益となっているかを最優先に考えた業務運営を行い、こうした企業
文化が定着するよう努めてまいります。 

 

〔アクションプラン〕 

◇ 金融商品のご提案にあたっては、お客さまの目的達成のため、ニーズを
確認させていただいたうえで、知識・投資経験・資産の状況・ライフプ
ラン等を踏まえ、また商品を組成する会社とお客さまのご利用状況など
の情報を共有し、想定される属性に合致する商品を選定させていただき
ます。 

◇ 金融商品のご提案にあたっては、手数料の多寡による特定の商品の推奨
は行いません。 

◇ 投資信託については、原則として長期・分散・積立投資を推奨し、短期的
投資や乗換投資の推奨は行いません。また、複雑な商品である仕組債や外
貨建ての商品についてはハイリスク・ハイリターンであるため、たとえ、
お客さまからのニーズがあったとしても、結果としてお客さまの満足の達
成につながらない可能性もあることから、お取扱いいたしません。 

 
 
 
 
 
 
 

 

◆ 金融商品のご提案にあたっては、「お客さまカード」や「アンケート」に
よりニーズ、要望を把握したうえで、お客さまの知識・投資経験・資産の
状況・ライフプラン等を踏まえた適切な商品提案を行っています。 

 
 
◆ 金融商品のご提案にあたっては、手数料の多寡による特定の商品の推奨は

行っていません。   
◆ 投資信託については、長期・分散・積立投資の有用性等について丁寧に説 
  明を行い、お客さまの資産形成にとって最善な提案を行っており、短期投

資や乗換投資の提案は行っていません。また、仕組債や外貨建てを含む複
雑な商品やハイリスク・ハイリターンの商品の取扱いは行っていません。 

 
 



アクションプランの取組状況（2025 年度）      2026 年 8 月 

２．利益相反の適切な管理                                               原則３ 
お客さまの利益が不当に害されることのないように、利益相反管理を行っ

てまいります。 
 

〔アクションプラン〕 

◇ お客さまと当金庫との取引にあたり利益が相反することにより、お客さま
の利益が不当に害されるおそれがある取引について、別に定める「利益
相反管理方針」に基づき、適切に管理し、お客さまの利益を保護しま
す。 

 
◇ 金融商品のご提案にあたっては、一部の投信会社や保険会社に偏った推

奨は行いません。 

 

 

 

 

◆ お客さまの利益が不当に害されるおそれがある取引について、別に定めた
「利益相反管理方針」に基づき、適切に管理し、お客さまの利益を保護す 
る体制としております。 
 
 

◆ 金融商品のご提案にあたっては、ニーズ、要望を把握したうえで、お客さ
まの知識・投資経験・資産の状況・ライフプラン等を踏まえた適切な商品
提案を行っており、一部の投信会社や保険会社に偏った推奨は行っていま
せん。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



アクションプランの取組状況（2025 年度）      2026 年 8 月 

３．手数料等の明確化                                                 原則４ 

お客さまにご負担いただく金融商品購入時や保有時また売却時に発生する
手数料等につきましては、十分にご理解いただくため、分かりやすく丁寧に説
明するよう努めてまいります。 

 
 

〔アクションプラン〕 

◇ お客さまが金融商品の購入や保有の際にご負担いただく費用につきまし
ては、購入時にお支払いいただく費用、継続的にお支払いいただく費用、
売却（解約）時にお支払いいただく費用など、何に対しどのようなご負担
をいただくのか、わかりやすくご説明いたします。 

 

 
 
 
 
 

 

◆ お客さまが負担する費用である、投資信託の購入時手数料、信託報酬等に
ついては、目論見書、重要情報シート（個別商品編）、ラインナップ表、タ
ブレット等を用いて丁寧に分かりやすく説明を行っています。 

 
◆ 2025 年 10 月より、投資信託商品のご案内にあたり、お客さまに商品内容

やリスク、手数料等の重要な情報をより分かりやすくご理解いただけるよ
う、「重要情報シート（個別商品編）」を導入しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



アクションプランの取組状況（2025 年度）      2026 年 8 月 

４．重要な情報の分かりやすい提供                                           原則５ 
金融商品のご提案にあたっては、お客さまの適切な投資判断に必要で重要

な情報である商品性、商品の選定理由などを、十分ご理解いただけるまで、
分かりやすくご説明いたします。 
 

〔アクションプラン〕 

◇ 金融商品のご提案にあたっては、お客さまの投資判断に重要な情報であ
る商品性（例：ファンドの特徴（投資信託）、手数料、運用状況、リタ
ーン・リスク）、商品の選定理由について、販売用資料やパンフレッ
ト、タブレット端末を用いて、分かりやすくご説明いたします。 

◇ お客さまの取引経験や金融知識を踏まえた、明確で分かりやすく、誤解 
を招くことのないように正しい内容の情報提供を行います。 
また、お客さまに情報提供するにあたっては、重要な情報については特 
に強調するなど、お客さまに十分にご理解いただく工夫をいたします。 

 
◇ 複数の金融商品・サービスをパッケージとして販売・推奨する場合に

は、個別にご購入いただくことが可能かどうかを含め、それぞれの重要
な情報についても、分かりやすくご説明いたします。 

 
 
 
 

 

◆ 投資信託のご提案については、商品性（ファンドの特徴（投資信託）、手
数料、運用状況、リターン・リスク）、商品の選定理由を販売資料やパン
フレット、重要情報シート（個別商品編）、タブレット端末、また目論見書
等を用いて丁寧に分かりやすく説明を行っています。また、保険商品のご
提案については、保障内容や仕組み等をパンフレットや商品概要書、保険
設計書などを用いて丁寧に分かりやすく説明を行っています。 

 
 
 
◆ 投資信託に複数の運用対象を組み入れる商品（ファンドオブファンド方式 
  式・ファミリーファンド方式）をラインナップしていますが、目論見書、

重要情報シート（個別商品編）等を用いてその仕組みを丁寧に分かりやす
く説明を行っています。 

 
 
 
 



アクションプランの取組状況（2025 年度）      2026 年 8 月 

５．お客さまにふさわしいサービスの提供                                        原則６ 
お客さまの資産状況、取引経験、知識、取引目的を確認させていただいた

うえで、お客さまの状況に適合する適切な商品のご提案をさせていただきま
す。 
 

〔アクションプラン〕 

◇ 金融商品のご提案にあたっては、お客さまのニーズを確認させていただい
たうえで、お客さまの知識・投資経験・資産の状況・ライフプラン等を
踏まえた適切な商品選定をさせていただけるよう商品の充実に努めてま
いります。 

 
 
 
◇ 投資信託の組成会社など、その組成に携わる事業者と、お客さまの情報

を共有し想定される属性を踏まえたうえで、属性に合致した商品提案を
行ってまいります。 

◇ ご高齢のお客さまに商品の提案をする場合は、販売対象としての適切性
やお客さまの理解の状況に配慮し、個々の取引についてルールに適合し
ているかを審査確認のうえ、より慎重に対応してまいります。 

◇ 金融商品販売後におけるアフターフォローの充実に努め、経済環境や市
場動向を踏まえた適切な情報提供に努めてまいります。 

 
 

 
 
 
 

 

◆ 投資信託では国内・海外の株式・債券・不動産（リート）・バランス型等 
  ２７銘柄のファンドをラインナップしています。 

また、保険商品では「終身保険」や「医療・がん保険」等２９商品をライ
ンナップしています。また、2025 年度はお客さまの多様なニーズにお応え
するために、事業者さまの福利厚生や備えに関するニーズに対応する共済
商品の取り扱いを開始しました。今後もお客さまのニーズに応じた商品・
制度のご案内に努めています。 

◆ 投資信託の委託会社など、その組成に携わる事業者が販売対象として想定
する顧客属性がある場合は特定・公表するとともに、顧客属性に沿った販
売を行っています。 

◆ ご高齢のお客さまへの商品の提案・販売を行う場合には、役席者による事
前承認、同席やご家族の同意・同席を求める等のルールを定め、そのルー
ルに適合しているかを審査確認のうえ、より慎重に対応しています。 

◆ 投資信託について、ファンド保有先を対象としたアフターフォローを毎年
1 回以上実施しているほか、経済環境や市場動向に大きな変動があった場 
合にもアフターフォローを実施し、商品内容の確認、積立金の損益状況等 
の説明を行っています。   



アクションプランの取組状況（2025 年度）      2026 年 8 月 

◇ お客さまがその属性に応じ、金融取引に関する基本的な知識を得られる
ための情報提供を積極的に行います。そのために、金庫職員に対し、取
り扱う金融商品の仕組み等に係る理解を深めるよう、教育・研修等に力
を入れ専門性の高い職員を育成してまいります。 

 
◇ 取扱商品は、取引関係、系列等に拘らず、商品の特性・リスク・手数料

の透明性等を十分に検討して選定するよう努めてまいります。 
 

◆ 2025 年度においては外部講師及び職員を講師とした「資産形成に関するセ
ミナー」や「個別相談会」等を 17 回開催し、合計 142 名のお客さまが参
加されました。 

 
 
◆ 取扱う金融商品の仕組み等に係る理解を深めるよう、金庫主催の研修の他、

パソコンやタブレットからいつでもどこでも学習できるツールの提供によ
り職員研修の充実を図っています。 

◆ 投資信託については、５社の投信会社の商品を取扱う等、特定の投信会社
に偏ることなくお客さまに適切な商品を販売すべく商品を取り揃えていま
す。 
また、保険商品については、全国信用金庫協会の業界統一商品を中心に保
険会社 8 社の商品を取扱う等、特定の保険会社に偏ることなくお客さまに
適切な商品を販売すべく商品を取り揃えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



アクションプランの取組状況（2025 年度）      2026 年 8 月 

６．職員に対する適切な動機づけの枠組み                                             原則７ 

お客さまの利益の追求を最優先に考える企業文化が定着するように、業績
評価制度の整備および人材育成を行ってまいります。 
 
 

〔アクションプラン〕 

◇ お客さまの最善の利益を追求する行動が適切に評価されるよう、金庫職
員に対する評価体系について必要に応じて見直しを行ってまいります。 

◇ お客さま本位の業務運営を意識した行動を職員に周知徹底するととも
に、金庫職員がより質の高いコンサルティング能力を発揮できるよう職
員研修の充実や資格取得の奨励を行ってまいります。 

 

 
 
 
 

 

◆ お客さまの最善の利益を追求する行動が適切に評価されるよう、特定の商
品販売について高い評価は行わず、同一の評価体系としています。 

◆ お客さまへ職員がより質の高いコンサルティング能力を発揮できるよう職
員研修の充実やFP等の資格奨励を行っています。 

  〈2026年3月31日現在の資格取得者〉 
    ・ファイナンシャルプランナー資格・・・366名 
    ・金融窓口サービス技能士・・・106名  
 
 

 



投資信託の販売会社における
比較可能な統一的指標



【共通KPI①】投資信託の運用損益別顧客比率

当金庫で投資信託を保有している個人のお客さまについて、2026年3月末時点の保有投資信託に係る購入時
以降の累積の運用損益（手数料控除後）を算出し、運用損益別に顧客比率を示した指標です。

この指標により、個々のお客さまが保有している投資信託について、購入時以降どれくらいのリターンが生じて
いるか見ることができます。

当金庫において、2026年3月末時点で運用損益が0％以上のお客さまは92.6％となっています。

運用損益の計算方法

運用損益・・・基準日時点の評価
金額＋累計受取分配金（税引後）
＋累計売付金額－累計買付金額
（含む消費税込の販売手数料）

運用損益率・・・上記運用損益を
基準日時点の評価金額で除して算
出
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【共通KPI②】投資信託の預かり残高上位20銘柄のコスト・リターン
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【共通KPI③】投資信託の預かり残高上位20銘柄のリスク・リターン

13.12%, 11.84%
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投資信託の預かり残高上位20銘柄

投信残高（千円）リターンリスクコスト銘柄名順位

811,09818.57%14.50％0.10％たわらノーロード 先進国株式1位

456,2398.45%8.40％0.14％たわらノーロード バランス（８資産均等型）2位

417,97116.75%12.86％2.09％しんきん世界好配当利回り株ファンド（毎月決算型）3位

325,69113.78%17.48%0.14％たわらノーロード 日経２２５4位

303,6260.96%10.02%1.49％しんきんＪリートオープン（毎月決算型）5位

213,39012.76%17.50%0.88％しんきんインデックスファンド２２５6位

168,03511.08%15.14%0.19％たわらノーロード 新興国株式7位

166,83110.29%25.32%2.59％グローバルＡＩファンド8位

120,80014.91%12.58%0.19％たわらノーロード ＴＯＰＩＸ9位

115,0368.37%7.69%1.55％しんきんグローバル６資産（１年決算型）10位

110,9928.36%7.43%1.49％しんきん３資産ファンド（毎月決算型）11位

107,277-1.65%3.95%0.98％リスク抑制世界８資産バランスファンド12位

100,2559.70%15.34%3.08％グローバル・ヘルスケア＆バイオ・ファンド13位

93,8698.26%7.69%1.60％しんきんグローバル６資産ファンド（毎月決算型）14位

68,99813.79%20.76%2.60％グローバル・ロボティクス株式ファンド15位

44,9246.44%13.17%0.22％たわらノーロード 先進国株式＜ヘッジあり＞16位

42,2810.99%10.06%1.46％しんきんＪリートオープン（１年決算型）17位

34,0148.75%7.32%1.44％しんきん３資産ファンド（１年決算型）18位

32,29018.89%11.97%1.32％しんきん好配当利回り株ファンド19位

31,8703.79%6.63%1.71％グローバル・ソブリン・オープン（毎月決算型）20位

11.84%13.12%0.93％加重平均



共通KPIの成果指標算出基準

2024年3月末・2025年3月末・2026年3月末基準日

投資信託の預かり残高上位20銘柄（設定後5年以上）対象ファンド

（販売時手数料率÷5）＋信託報酬（年率）コスト

過去5年間のトータルリターン（年率換算）
騰落率算出の際に用いる基準価額は分配金再投資後（税引前）の基準価額を
使用

リターン

過去5年間の月次リターンの標準偏差（年率換算）
騰落率算出の際に用いる基準価額は分配金再投資後（税引前）の基準価額を
使用

リスク


